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2019年�zこんな高校生の叫びをeBook「カナダ高校留学の実態2019年総集編」として公開しました。 

ガチで高校留学なんていう選択するんじゃなかった。そのせいで俺の人生全て狂った。日本にさえいればば俺は今頃人生楽しめてただろう
な......死にたい死にたい死にたい。

2017, 2018年と続けて公開した「カナダ高校留学の実態」。2019年に起こった急激な変化で余談を許さなくなり崩壊寸前、飽和状態の非常
に危険な「高校留学」となりました。「死にたい」という生の叫びも何度も耳にしました。総集編では主に、「危険な飽和状態の高校留学の
実態」「カナダ高校留学が壊れている理由」を、カナダのメディア報道と、実際に私のもとに届いたSOSをもとに書きました。 

1994以来、カナダで頑張る日本人高校生と関わってかれこれ30年になります。
ちょうど、カナダの公立高校が外国人から高い授業料の取れる「高校留学プログラム」に我も我もと参入した頃からです。
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\�›	!�Z�Ö�•�”�q�T�s�“�v�T�”�l�o�\�q�•�¯ と、カナダ中の教育学区(School District)がにわかづくりの「高校留学プログラム」を始め
ました。
 
日本だけでなく、韓国、中国などにセールスを仕掛けたSchool Districts。カナダ大使館も片棒を担ぎ、「留学フェア」なるものを開催し、
School Districtの留学生獲得セールスマンと留学希望の親子とを引き合わせる役割を演じるようになりました。
そして、「儲けの分前」を狙って雨後の筍のようにSchool Districtに群がったのが「留学エージェント」です。授業料の分前にヨダレを垂らし
ながら、バラ色留学話しで釣った獲物をカナダに送りました。
 
このような金の亡者のような過程をたどって来たカナダの「高校留学プログラム」、さすがに限界点に達し、内向き崩壊を始めました。 
「カナダ高校留学の実態2019年総集編」eBookを公開したのは、そんな中で「死にたい」と口走る日本人高校生を見るに耐えない思いからで
した。 
それから15年、パンデミックを経た高校留学はAIの到来により、大きく様変わりして行きました。 

2026年7月 
大澤眞知子 

（Alberta, Canada）
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北の果ての「こんな所に日本の高校生が行く？」と思う場所から、中国人留学生で溢れかえる地区、授業料さえ払ってくれればそれでいいか
ら面倒なホームステイなんか業者に丸投げの地区、日本をバカにしている留学担当者のいる地区までありました。
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少なくとも、「この地区は避ける方が賢明です、その理由は。。。」情報を日本の留学希望の方に発信すること。
「日本人の未成年が留学し、良い扱いを受けられるであろう地区」の客観的なdataを作ること。　これらが目的です。

「日本からの未成年をどれだけ真剣に面倒みていますか？　
エージェントが勧誘するさいの出鱈目な情報をチェックしていますか？」が主な質問事項のメールを63の主な学区に一斉送信したのが2019年
2月のことです。 

当時カナダの移民大臣であったKenney（後のアルバータ州知事）の言葉が、カナダの呆れる「高校留学」の現実を物語っています。
 
ÒAttracting the best and brightest young minds from around the world is key to the continued success of CanadaÕs economy and long-
term prosperity. But there are too many stories of international students who pay a lot of money and leave their families back home to 
study in Canada, only to find out they have been misled.Ó
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「節操もなく入れ続けた高校留学生の異常な数」しかも「優秀な若者」であるはずの留学生の現実は「母国から見放された低級な若者」である
ことのツケが、嵐のように荒れ狂っているのが「カナダ高校留学の実態」でした。
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 カナダ現地の親からも大きな反発が出始めました。
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こんなに地元からも反発があるのに、なぜ「高校留学生」の勧誘に必死なんですか？
授業料収入中毒になっているからです。
ÒHow big is the international student business?Ó �y ÒVery. Very. BigÓ
「留学生ビジネスはどのくらい大きいんですか？　とても、とても大きいです。」 
 （留学プログラム担当者の声）
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School Districtだけでなく管轄している州政府は、もっと真剣に留学生の面倒を見るべきだと。

ところが、驚くほど、表面だけのお役所仕事しかしません。

BC州のオンブズマンを通し、政府とやりあったことがありますが、こんな返答が来ました。　相当時間が経ってから。
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私の独り言
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（Vancouver Sunより） 
「カナダの公教育だけでなく、英語圏の公教育は、留学生を単に「消費者」とみなし、「ビジネス取引の商品」として扱うようになった。　留
学生の集まるBC州も、留学生に対しての教育·指導という真の意味を見失い、年間2億5千6百万ドルにも上る授業料収入をいかに稼ぐかに血眼の
公教育に成り下がった。　世界各地（特にアジア）の金持ちの親を「上客」としたビジネスに走るカナダの公教育。」
 
「留学ビジネス」（留学生の落とすお金）に邁進するBC州では、「留学」の経済効果は林業、鉱業に続く3位の取引量に躍り出ています。「留
学ビジネス」は、BC州産業を支えるお金が外国から出ていることから、一応「輸出」と定義されています。　
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授業料収入を失うくらいなら、留学生の成績にインチキし、お情け合格点を付け卒業させてしまおうか？！そうしたら、�®�§�Æ�¼�w�ô�Í�›���À
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カナダの公教育がこんなビジネスモデルを考えていることにも呆れて絶句です。
ただ、いくら何でもそれはBC州の教育レベルを貶める結果になるのはとんでもないと、政府自体は歯止めをかけたいですが、留学ビジネスにウ
ハウハしている現場との溝は大きいようです。

�A�L�z BC	-
S
Î�U�'�j	Z�`�h�w�U�z BC	-�ô�Í���À�t�x
ž
"�w English12 �w	-���À�¼�g�w�³�µ�Â�Ü�›���å�T�’�°	ý�{

以前は、インチキ成績でEnglish12の合格点をもらい(最終成績の60%の割合）それプラスの州試験（最終成績の40%の割合）で滑り込み卒業出
来ていた留学生もいました。
その州最終試験を完全に学校の成績と切り離し、Graduation Literacy Assessment と名付けた州試験に切り替えました。 

その当時は、「BC州が、留学ビジネスに浮き足立つ学区を退けて教育に本気になった。」とこの試みに期待したものですが、結局、実態のない
単なる「ただやってみるだけのテスト」に成り下がって行きました。この頃からのBC州の高校レベルの凋落ぶりは目を覆います。 

この後更にその傾向に輪をかけるように、パンデミックに襲われるわけです。

https://vancouversun.com/opinion/columnists/douglas-todd-growing-foreign-student-numbers-causing-inequality-division-bctf-official
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まだ肌寒いカナダの春のある日、こんなメッセージをいただきました。 

「2年間の留学を経て日本に戻り再び遅れて高校生活をしている子どもがおります。 

やはり現地の教育についていけず、卒業取得が難しいと判断し卒業年度を待たずに帰国しました。15年間も英語オンリーの生活をしてきた現地
の子でも落ちるケースが多々あるのにお花畑な日本人が合格するわけはありません。
うちの子は日本では上位の進学校におりました。それでも現地の高校ではついていけませんでした。
もともと持ってる高い学力、日本人離れした強い精神力、高いコミュニケーション力···全てを兼ね備えていないと厳しいと思います。

日本の高校に外国人が来ると物珍しく皆親切にしてくれますが、海外ではそれが日常なので誰も構ってくれません。
息子はクラスで配る予定だったお土産の菓子も全部自分で食べたそうです。
 
しかし、かなりの厳しい環境で2年間過ごしてパワーは最強で今は日本の高校生活をエンジョイしております。恐ろしいほどの出費はありました
が無駄じゃありませんでした。
英語が堪能になる事はありませんでしたが、日常生活は自立できるようになりました。それだけでもよかったです。

そう、能力がないうちは行ってはいけないと思います。そして、ダメだと思ったら戻る選択もあるし、それでも大きなステップアップです。
本人も留学で得たものは凄く大きいと言っています。今後社会に出た時にどんな壁にぶち当たっても乗り越えられる自信がついたと···それほど
留学は厳しいものでした。
だから···日本に戻り再び学ぶことに対し負い目を感じたりしないで、母国でやり直す道も考えて欲しいと思います。
 
ただし、二度と留学はしない···のではなく大学進学後や社会人のなってから、自分自身の準備が出来れば、何度でもチャレンジすればよいと
思ってます。
安易に留学を推し進める風潮に疑問を感じ書かせて頂きました。」 

高校留学のすべてを語ってくださりありがとうございました。日本のみなさんにこの声が届きますように。
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It is difficult for a student arriving in grades 10, 11 or 12 to graduate on time. That is a short time to acquire a lot of English skills.
（Grade10,11,12でカナダに来た留学生が予定通りに卒業することは難しい。英語のスキルを身に付けるには2～3年では短すぎる。）

There are many options for a student that doesnÕt pass English 12. He can usually stay at his secondary school until the end of the 
semester when he turns 19. For many students, thatÕs an extra year to build English skills and take courses (or repeat them).  
（2～3年以内にEnglish12に合格しなかった留学生へのオプション：19歳になるまで高校に在籍し勉強を続ける、おそらくそこから英語の準
備にまた1年かかるか、過去のコースを繰り返すかの選択。）

Continuing Education has some options for students who are 19 and donÕt have English 12.
（19歳になった後は、高校には在籍出来ない。地域のContinuing Educationか、高校のコースを開講しているカレッジで勉強を続けるこ
と。） 

EAL students in Canada often need more time. Not everyone goes to college or university immediately after 4 years of high school. 
ItÕs ok to take extra time to learn English well in order to be successful at college or university.
（ELL(EAL,ESL)が必要なレベルでカナダに来た留学生には卒業までにカナダの高校生よりももっと時間がかかる。約4年で卒業出来たとして
もそのあとの大学にはすぐには入学不可。そこから更に時間がかかることを覚悟して留学すること。） 
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バンクーバーの人気通りDavie St.を海の方に下った終点に、観光客がいっぱい集まるビーチ（English Bay)があります。ある日そこを歩いて
いると、いかにも学校の関係者っぽい人2人がこんな話をしていました。「高校留学は完全なビジネスだね、もう。留学生の質も、留学後ど
うなるかなんて誰も気にもしない。授業料さえもらえば。。。」もちろん、その後延々と続いた話の中には、上で書いたことも、もっと汚い
言葉で続いていました。私は絶句、でした。
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たまりかねたメディアがこんな記事まで載せ始めました。 

カナダの新聞 VancouverSun の「高校留学生」についての記事です。

Peter Cowley, director of school performance studies at the Fraser Institute, suggests Spence faces a challenge:   ÒIf the high-
performing schools are already full and the low-performing schools are the only ones that can take more students, what will a 
marketing campaign be selling?Ó
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そうでなんです。
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https://vancouversun.com/news/staff-blogs/marketing-public-education-toronto-and-vancouver
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UBCのパキスタンからの留学生はこんなことを述べています。心の底からの叫びです。
「英語が出来るようになる！」などの軽い理由でカナダ留学を考えている方はよくお読み下さい。
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高校留学生の親のみなさん。
あなたの子供さんが毎日カナダで経験している葛藤がこれだということを忘れないで下さい。
カナダをよく知らない親が、いつまでも日本の固定観念を子供に押し付けることのないように。�y
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遠く手放してしまった多感な時期の子供たちを毎日見守ることも出来ず
異変を早めに感知することも出来ず
カナダの様子も社会も知らない親と
異文化の中でもがく子供との話は交差せず
学校と掛け合うにも言葉の壁と大きな距離があり
エージェントは全く役立たず
留学生には転校はこの上なく困難
心理カウンセラーなどとは無縁
カナダの法に疎い日本の親がカナダの学校を訴えることは至難の技。
 
さて。
どれだけ子供を無防備な中に放り出しているのかおわかりでしょうか。
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たくさんの親の生の声が届くようになりました。「大澤さんは最初から反対でしたよね。聞く耳を持たなかったことを反省しています。」な
どとの声も多かったです。 

長年私が日本に向けて「おいおいそうじゃないって！」と発信して来た「留学の現実」 に大きな力をいただくコメントです。 どうしても高校留
学してしまう日本人高校生に、「カナダの高校で勉強するということ は日本と一緒のやり方では通用しないよ！」としつこく「現実」を説いて
も、「エージェ ントは簡単だと。。。」  
面白いのが、親は何となく「やばいんじゃないか」と感じていても「学校の宿題が多すぎ で余分の勉強にあてる時間がないと言ってるの
で。。。」と、とっととヘルプを諦めて しまうケースが多いことです。  

だから、そうじゃなくて、順番間違ってますよと言いたいです。 まず本当は日本にいる時に、つまり中学生の時から、Essayの書き方、自分の
IdeaのOutputの仕方、そのIdeaの源となる本物の良い英語のInputにたくさんの時間をかけて特訓して来ること。それをやらずに来るから、授業
では一体何が起こっているのかもわからないし、宿題も何を聞かれているかもわからず、Reading内容もカナダのGrade9までが基本知識として
持っているものが完全に欠けているわけです。だから。 学校の宿題も、Readingにも何から手をつけたらいいのか迷っているのが現状。 

そして失敗。 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
（いただいたコメント）  
「娘の学校にいる日本人の子は、正式Englishコースまでいっておらず、ESLから抜けるのさえ一苦労のようです。質問に対し、日本人っぽく短
くYes.I do.で答えてしまい、そのあとにBecause～と続かないため、理由を言わないから、わかってないのね。と判断されESL残留とされている
ようです。 
留学したばかりだと英語の質問に無事答えられた安堵感からニコニコして止まっちゃうのかな、、とも思いました。私の娘も、最初は、日本で
の面接同様に聞かれたことだけただyesかnoで答えてしまい、ELLに入れられた経緯があります。」  

本当にその通りです。 具体的に答えること、これが英語です。 曖昧に何となく答えるのが日本語です。 日本語をそのまま英語にしても通用しま
せん。 
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（いただいたコメント）  
「日本人の高校留学の現状として、高校を辞めてまで本気で来た子は、留年が続き辞めてしまう。 
1年の交換留学の子は、初めはやる気があるものの、ついていけず履歴書に留学と書くため時間が過ぎるまでの腰掛け。 
お遊び留学になってると聞いています。したがって、娘は、日本人だから初めは放置された、、と。
�Š�Š�Š�Š�Š�Š�Š�Š�Š�Š�Š�Š�Š�Š�Š�Š�Š�Š�Š�Š�Š�Š

（いただいたコメント） 
カナダの高校は、卒業出来なかった生徒も卒業式に出席させます。ガウン来て角帽かぶって。 
つまり、卒業に必要なコースを落とし、高校卒業資格のない生徒にも、平等性の問題か ら卒業式出席を認めるというものです。 きちんと卒業出
来た生徒と同じく、ガウンを来て、角帽をかぶり、舞台を歩くことを認 めるそうです。 今までは、障害がある生徒など卒業資格がなくても卒業
式出席を認めていましたが、今 後は全生徒に広げるとか。 実は、BC州はずいぶん前からこの方針を持っています。 
つまり、BC州高校留学し、勉強についていけず、卒業の単位が足りない留学生も、ガウンを来て、カナダの高校生と一緒に卒業式に出席は可能
でした。 そんな卒業式の写真がSNSなどにあがり、「卒業しました！」と言ってる日本人が多いですね。  
もちろん、頑張った優秀な留学生はきちんと卒業しているでしょうが、全員がそうではないことを認識することも子供の高校留学を考える時に
は必要だと思います。 

（そう、BC州は高校留学すべての面においてずるい方法で留学生を勧誘しています。　Machiko Osawa） 
_________________________________________ 
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何も知らずに、子供を送ると後で大きく後悔する「外国の未知の教育制度」要注意。 
え？エージェントは何も説明してくれなかった？  
そりゃそうです。本当のこと言って留学やめられたらビジネス成り立ちませんからね。 これからの高校留学には、今までとは異質の大きな落
とし穴も待っていることをお忘れ なく。  
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
例えば、カナダは州により教育制度が外国ほど異なりますので、それを知らずにエージェントに丸投げで留学するとあとで大きな後悔が待って
います。 

BC州はカリキュラムの一貫性がなく、Grade10レベルコースが軒並み低いレベルでその後のGrade11からの脱落が特徴。現在は教師不足が致命
的な状況で、核になるEnglishコースでさえ教師がいないまま代用教員が適当なことをしている高校も多いようです。  
アルバータ州はもともと、Grade10からは生徒を2つのグループに分ける制度を持っています。大学進学出来るアカデミックレベルのある
Grade10生は、核になるコース（English, Social Studies, Science, Math)では−1というコースに入ります。（ダッシュワンと発音します）  
高いアカデミックレベルというのは、Critical Thinkingがいかに高いレベルで使えるかという意味でもあります、カナダでは。日本のようにただ
テストで暗記して成績のいい生徒という意味ではありません。）  
大学進学に足る能力のない生徒は−２に入ります。−2レベルは−1とは比べ物にならないくらい事実にもとづいた簡単な内容を扱います。また、
高校卒業後すぐに社会に貢献する技術をつけるための選択科目も充実しており、主にそんなコースで社会に出る準備をします。 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
カナダ留学フェアやエージェントに言われたことは鵜呑みにし、自分で十分リサーチもしない、ですかね。  
留学前に十分リサーチをなさった方は、私のコラムやeBookに遭遇し、息が止まるほどの衝撃を受け、結局留学を取りやめたケースが多いです。  

未だに「あの時記事に出会ってなかったらとんでもないことをしてしまってました。」と、お礼が届きます。 カナダの受入学区には相当の収入
の邪魔をしたと思います、ははは。 
また、留学後に「これは話がおかしい、ヤバい！」とリサーチをし、私が運営するカナダ クラブに出会った親子は、まるで大きな羽で包むよう
に守っています。  
そう、リサーチ力は大切ですよ。 
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「カナダに留学中の15歳です。楽しくないし毎日泣いて泣いて自由もなくて辛くて、英語もわからないし親に会いたいと思って布団で1日が
終わります。今一時帰国中ですがカナダのことを考えるだけでつらすぎて泣いてしまいます。」 

「学校のみんなが私のことを馬鹿にしている気がします。本当はそうではないんだけど、自分が惨めで小さな人間だと感じます。友達など出
来ません。」 

こんなSOSで新しい年になりました。 
私が「カナダ高校留学の実態」を発信始めて30年目です。 
まだこんな声が届いています。 

2019年総集編eBook時と異なることがひとつあります。 
このようなSOSを私に送りすがりついて来た留学生が、精神を病んで帰国するようになって行きました。「学校のみんなが私のことを馬鹿に
している気がします。」が本当に起こっていたのか、本人の妄想なのかの区別がつかなくなり、学業どころか日常生活も機能せず、精神疾患
の烙印を押され帰国した生徒を助けることが多くなったことが衝撃です。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

しかも、カナダ高校のレベルは目を当てられないほど下がりました。。 

パンデミックにより多くの留学生を帰国させ（何のケアもなしで）多くの授業料を失った学区が、次の手に出ました。 
特にBC州とオンタリオ州。 
高校の履修内容レベルを大幅に下げました。Grade12の卒業試験を排除し、教師の匙加減のみで留学生にも卒業証書を出す数年間がやって来
ました。 
これまで留学生の大難関であったGrade12 Englishからシェイクスピアが消えました。難しい宿題はグループワークとなり、何となく何か書い
て出せば単位がもらえるシステムとなったのが特にBC州です。それでも卒業が出来ない成績の悪い留学生は「卒業証書もどき」を与え「卒業
したか」と誤解させて帰国させています。 

そんなずるい手を使い、学区は授業料収入が戻るか？と期待しましたが。。。
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カナダ政府の留学生への方針が大きく変化し、学生ビザ発行数に制限がかかりました。 
主なターゲットはDiploma Millと呼ばれる、レベルの低い留学生をリクルーターが甘い言葉で呼び込み、高い授業料を取り、何の価値もない
Diploma証を与えるだけの私立カレッジの撲滅です。ひどいインチキが横行したカナダの留学の膿が少し押し出されました。 

次は高校です。高校留学生の数も大きく減りました。そのため各学区は「カナダ留学フェア」などで平気で嘘をつき、良い高校生を呼び込も
うと必死です。 

そうです。 
最近の特徴として、留学してくる日本人高校生の質が少し上がったような気がしています。 
以前のような、日本では橋にも棒にもかからないとんでもない落ちこぼれと、You Tubeやエージェントの甘いバラ色勧誘にあっさりとひっか
かるような低レベルの高校生が少なくなったと思います。 

しかし、日本のレベルの高い高校生は高校留学などしません。日本できちんとルートに乗っている方が日本では成功率が高いからです。 
また、政治家の無能により歴史的な円安となり、以前のように普通の家庭では高校留学費用を出すことが不可能になりました。 

カナダの人に「日本人は3流以下の生徒しか留学させないの？」と真剣な顔で聞かれたことがあります。 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

「日本の学校での成績が1流じゃないと高校留学してはいけない。」となると大歓迎です。「高校留学の勧め」というeBookを書くかも知れ
ません、もしそうなれば。 
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これが定義です。 

本来に定義に「高校留学」が戻るかどうか、目を光らせているところです。
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2025年～2026年に起こったカナダの大きな変化に移る前に、1994年以来私が持ち続けている疑問を親のみなさんにお聞きしたいです。 
お答えをお持ちの方はどうぞご連絡下さい。どうしても解けない謎です、私にとって。 
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嬉しいことに「カナダクラブ」の周知度と理解がかなり及んで来たようで、「カナダク ラブで留学に必要な本物のエッセイを習えるのが魅力で
ご連絡しました。」と、より知 的・具体的・賢明なメールをいただくようになりました。 「あ、何かが変わった。」と、感じた数ヶ月、じっく
り読ませて、お話させていただき、 出会いを楽しませていただいております。 

相談生の年齢も下がって来ていますね。良いこと！ 「9月から高校留学したいです、どこがいいですか？」という非現実的な内容は影を潜め、中
学生年齢、いや小学生からも「カナダクラブでの特訓」に好奇心いっぱいの大きな目で向かって来てくれた生徒たちがいたことは素晴らしい驚
きです。カナダクラブを卒業していく生徒たちからもこんな嬉しいメッセージが届きます。 �®3�å
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先日も、フランスで勉強中の教え子からこんな嬉しいメッセージが届きました： 

I want to thank you once again for everything you have taught me from essay basics to critical thinking. At the end of each 
semester, my English teacher praised my English level and even thought I grew up living in an English-speaking country. 
This advantage was incredibly helpful, because it allowed me to focus more on my other subjects.

嬉しすぎてロバートと二人で飛び切りのメッセージを返しました。



Essay 指導の達人Robert McMillanからのメッセージ

�ó� �w�¤�¿�·� �U	{�Z�s�M�Ô�Š�w
\�F       Japanese Students CanÕt Write Essays.                       By Robert McMillan

日本の生徒は英語が書けないです。 本当に書けないです。 英語らしきものは書いてますが、あれはエッセイではないです。 なぜでしょう
ね？ 英語の成績が良くて頭の良い生徒でも、エッセイを書かせると正直「なんじゃ、これ は？！」と読む気も失せるような代物を書いてし
まいます。  
日本の生徒の教育に携わりすでに30年以上も経ちました。 多くの生徒が私の指導のもと、カナダ・アメリカの大学に渡り卒業しました。 特
に、ひいきというわけでもないですが、私の母国カナダの大学を卒業した生徒が多いです。 
そんな成功した生徒たちでも、最初に出会った時の英語writingはひどいものでした。 そこで私が一番力を入れて指導したのが英語エッセイと
いう分野。 嘆かわしいほど能力が届いていませんでした。 
例えば、カナダの高校1年生レベルのエッセイが書ける日本の高校1年生には出会ったことがありません。 留学！と意気込んでも、同級生と
同等レベルでwritingが出来ない場合は「留学」でも何でもない、ただの「英語ごっこ」になってしまうのに。 
日本の生徒は真面目に勉強します、教えてもらったことを自分のものにしようと頑張ります。 そんな生徒がいくら頑張っても酷いレベルの英
語しか書けないのは、日本の教育制度そ のものに大きな非があるからです。 あ～あ。。。 

そんな教育が、日本の生徒の脳に恐ろしい前例を積み上げていったわけです。  
脳は悪い教育からも学びます「あ～そうか、これやればいいんだ。」と。 脳の「これやればいいんだ」ネットワークは、ニューロンにこんな
勘違いをさせ続けて 来ました。  
日本語でも英語でも「書くこと」とは要するに何か書いておけばいい。 同じことをカナダにやってしまうと、何を書いてもテーマから逸れて
しまう、Off topic!! 高校留学では「Off topicだから書き直し」をさせられる。 大学では、Off Topicで0点をもらってしまう。 
日本の教育制度は主に丸暗記に頼っています、未だに。 テストや宿題は、主に覚えた「事実」を吐き戻すだけ。 教科書の内容や教師の言葉
に疑問を投げかけたり、批評したりするのはタブー。 日本の教育の目的は勤勉で従順な働き手を作ること。 結果 日本から来た留学生の多く
は勤勉さではカナダの教師をひきつけるのに。 そして、数学ではカナダの同級生よりはるかに先を走るのに。  
しかし、エッセイを書くとなったらカナダの同級生から大きく遅れているのが日本人留 学生。 「英語が母国語でない」は理由ではないんで
すよ。 日本での教育方法が理由です。 だから、日本人生徒はエッセイが書けないのです。 カナダの教育は全く逆のところにあります。 疑問
を持つこと、その答えをどう見つけて行くか、ここに集中します。 テストや宿題は、エッセイやShort answerと呼ばれる短い質問に2～3文で
答えるものがほとんどです。大学進学を目指す生徒は難しい本を読み、そこからの観察・分析を答えに使う必要があ ります。 
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そこに、突然姿を現したのがAIです。 
すでにAIを使い宿題をすることは、カナダの高校生には普通のことです。 
大学生も教授たちの信頼を裏切って、AI禁止のテストにAIを使い、なんとクラス平均が98％というテスト成績もあったとか。 
ところが、教室で教授の前で行うテストでは、平均が50％を切ったと。 

高校の先生たちも「最初は見て見ぬふりでしたが、そうはいかなくなりました。」 
9月の新学年から、高校や大学の教室が大きく変わると予測されています。 

それについてはコラム「Aiが劇的に変えたカナダ留学：だからカナダに来ますか？」に、今までの私の警告とは全く反対のコメントを付け足
しました。「びっくりしました。」という声が届きました。 

勘違いなさった方も多く、「今はカナダ高校留学をするべきだと言うんですか？」と。 

いやいやそうではなくて、まずカナダの現状を見て下さい。カナダがAiからいかに生徒を守り、教育の中で賢明に正しくAIを教えようとして
いるか。 

（CBCニュースからの抜粋） 
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9月に高校留学を予定しているみなさん、これまでの常識は通用しないと覚悟してカナダに来て下さい。 
どんな準備をすればいいかって？  
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カナダクラブからは、事前準備を含め、学期中のAIへの対応、教室の劇的な変化への対応をサポートして行きます。私大澤とパートナー
Robertの脳と能力を集中し、このAI時代を生きる高校生を支えたいと、現在準備を強化中です。 

AIは要するに数学とロジック（Robertの専門分野・IBMの資格有）そして人間の脳を再現しようとしたもの（私はHarvardからの
Neuroscienceの基本があります。勉強しておいてよかった～！の思いです。）。その二人の専門性を合わせ、高校生たちが迷うことのないよ
う、丁寧にリードしていく予定です。  
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思えば、数年前、突然のパンデミックで学区からもエージェントからも見放された日本人高校留学生を助けましたね。相当数の高校生が、私
たちからの情報やアドバイスで、新たな一歩を踏み出して行きました。  

今回のAIの侵略（まさに）は、パンデミックのように終わりが来ることはありません。ますます脅威を増して行きます。今の高校生が社会に
出る頃には、今までの人類が想像もしていなかった世界が待っていることでしょう。 

すぐそこまで来ているAIの未来への準備をすること。それが高校生には今一番大切なことです。待ったなしの準備です。 

待ったなしの準備と、姿を変えた高校留学の中に飛び込む勇気がありますか？ 
それに耐えるだけの学力がありますか？　日本の中学までの基本は高いレベルで身につけていますか？ 
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私と相棒Robertがリードするカナダクラブがすでに大きく動き始めました。 
その詳細は、この２つのコラムに具体的に書いています。 

- 留学生へ：AIを盲目的に信じないこと、クリティカルシンキングでAIの嘘を見抜くこと 

- カナダクラブのカリキュラム：AIの賢い使い方指導をすべてのコースに加えました 

今後もカナダ教育の動きを見逃さず臨機応変に生徒たちをリードして行きたいと思っています。 

追記： 

しかし、日本の教育は一体どこに向かうのでしょうね。 
AI対応？　生徒たちがいかにChatGPTを何の疑問も持たず信じ込み、自分の脳を退化させる結果に陥っても、一体どんな対策を持っているの
でしょうか。 

日本の大人でさえ、世界的に悪名高いです。「ネットの情報を調べもせずに簡単に信じ込む」と。 
読売新聞からの引用です： 
情報に接した際、「１次ソース（情報源）を調べる」と回答した人は米国７３％、韓国５７％に対し、日本は４１％だった。「情報がいつ発
信されたかを確認する」と答えた人も米国７４％、韓国７３％だったが、日本は５４％にとどまった。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
私が指導して来た生徒の中でも、「自分にとって都合の良い情報がネットにあると（簡単に入れる大学とか、怪しいですよ～）すぐにそれを
100％信じ込む。」どれだけ論理的に、他の多くの情報源から「怪しいよ。」と説明しても、自分の思い込みを崩そうとしない傾向をよく目
にします。
そんな日本の環境で、Ai対策の出来ない日本の教育環境に残るか、それともカナダの斬新な試みに参加しに来てみるか。
あなた次第です。

ただし、あなた自身に高いアカデミック能力があること。これは絶対必要条件だと言うことをお忘れなく。

https://profile.ne.jp/pf/machiko-osawa/c/c-238016/
https://profile.ne.jp/pf/machiko-osawa/c/c-238041/
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長い長い混沌とした時代を駆け抜けた気がしています。 
果たして何人の高校生を守れたでしょうか。 
電話口で嗚咽した高校生の顔が浮かびます。 

まだまだ日本の教育は遅れています。 
暗記中心、英語のテストも当てはめばかり。 
クリティカルシンキングの先頭を走るカナダからは距離が広がるばかり。 

高校留学がいつのまにか、一流の進学ルートに乗れなかった日本の生徒親子の逃げ場となって行きましたね。 
そんな高校留学は終焉を迎えます、余りいい形では終わらないでしょうね。 
その中に巻き込まれる日本人高校生が出ないよう、目を光らせて行きたいと身構えています。 

クリティカルシンキング。 
指導を始めたきっかけはアメリカの雑誌タイム誌勤務後。余りにも遅れた日本の英語教育に呆れ果て、当時まだ小学生だった3人息子に「将
来クリティカルシンキング思考法を使い、深い考えを英語でOutput, Input出来る大人に」とクリティカルシンキングを使った英語を教え始め
ました。そこから「うちの子も」「そんな英語を教えてくれるところがあるのか！」と評判を呼び、今の私につながります。 

そして、今、AIに対応するために絶対必要な思考法がクリティカルシンキング。世界で一番脚光を浴びている言葉かも知れません。それを生
徒たちに指導することがこの上もなく大切な時代となりました。面白いというか、皮肉というか、いややっぱり面白いですね。 

私が日本の生徒を守って来た砦がクリティカルシンキングでした。そしてこれからもクリティカルシンキングです。 
仲間に入ってくれませんか？　大歓迎です。 
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